
史
料
紹
介

「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
所
収
の
記
録
類
に
つ
い
て

一
コ
↓
「
O
江
己
O
自
O
コ
O
輪
＝
］
切
吟
O
「
］
O
③
一
〇
〇
〇
⊂
ヨ
Φ
コ
富

高
橋
秀
樹

は
じ
め
に

　
明
治
～
昭
和
初
期
の
代
表
的
書
籍
収
集
家
で
、
考
証
家
で
も
あ
っ
た
田
中
教
忠

（
一
八
三
八
年
生
～
一
九
三
四
年
没
、
四
代
目
勘
兵
衛
と
も
称
す
）
が
所
蔵
し
て
い

た
古
文
書
・
典
籍
類
は
子
息
忠
三
郎
、
孫
穣
氏
の
手
を
経
て
国
有
に
帰
し
、
現
在
そ

の

大
部
分
は
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
（
以
下
、
田
中
本
と
略
称
）
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

本
館
の
代
表
的
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
古
記
録
・

古
文
書
・
編
纂
物
を
は
じ
め
、
聖
教
・
絵
画
・
和
歌
集
・
散
文
作
品
な
ど
極
め
て
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
し
か
も
善
本
が
多
い
と
い
う
点
で
日
本
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン

と
言
え
る
。
田
中
本
の
中
に
は
学
界
周
知
の
史
料
と
し
て
活
字
本
の
底
本
に
採
用

さ
れ
て
い
た
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
っ
て
影
写
本
・
謄
写
本
が
作
成
さ
れ

て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
全
貌
は
こ
れ
ま
で
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
田
中
本
が
本
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
で
、
存
在

こ
そ
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
内
容
に
つ
い
て
は
十
分
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
醍
醐

　
　
　
　
　
（
3
）

雑
事
記
』
『
春
記
』
、
未
知
の
『
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
』
「
六
条
八
幡
宮
造
営

　
（
4
）

注
文
」
な
ど
が
史
料
紹
介
さ
れ
、
周
知
の
史
料
に
つ
い
て
も
『
令
集
解
』
『
延
喜
式
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の

書
誌
的
な
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
田
中
本
に
対
す
る
関
心
は
つ
と
に
高
ま
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
本
館
で
は
現
在
、
田
中
本
の
史
料
調
査
作
業
が
進
行
中
で
あ
り
、
多
様
な
田
中
本

の

全
貌

を
直
ち
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
調
査
が
終
了
し
た
記
録
類

（便
宜
上
、
古
文
書
・
経
典
・
韻
文
散
文
作
品
・
絵
画
資
料
を
除
く
、
日
記
そ
の
他

の

史
料
を
、
こ
こ
で
は
記
録
類
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
紹
介

し
た
い
。
一
点
ご
と
の
書
誌
的
デ
ー
タ
や
内
容
に
つ
い
て
は
本
誌
掲
載
の
田
中
本
調

査
団
「
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
』
所
収
記
録
類
目
録
」
を
ご
覧
戴
く
こ
と
と

し
て
、
本
稿
で
は
田
中
本
が
田
中
教
忠
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
点
を
鑑

み
、
各
書
籍
の
旧
蔵
者
に
着
目
し
て
、
田
中
本
記
録
類
の
全
体
的
な
傾
向
に
つ
い
て

述
べ
て
お
こ
う
。

　

な
お
、
行
論
中
の
書
名
の
あ
と
の
（
）
内
の
数
字
は
本
館
に
お
け
る
田
中
本
の

通
番
号
お
よ
び
枝
番
号
で
あ
る
。

0
醍
醐
寺
関
係
の
記
録
類

　
醍
醐
寺
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
記
録
類
が
四
〇
点
以
上
に
及
ぶ
。
文
書

類
に
も
醍
醐
寺
関
係
の
も
の
は
多
く
、
ま
た
、
旧
蔵
者
が
現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
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い

な
い
真
言
系
の
記
録
類
の
中
に
も
醍
醐
寺
旧
蔵
の
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
醍

醐
寺
旧
蔵
の
史
料
群
が
田
中
本
の
中
核
を
占
め
る
こ
と
は
揺
る
ぎ
な
い
。
法
衣
用
織

物

を
扱
う
呉
服
太
物
商
服
紗
屋
こ
と
田
中
家
は
醍
醐
寺
の
院
家
三
宝
院
と
も
関
係
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
な
お

深
い

家
だ
っ
た
ら
し
く
、
教
忠
の
父
三
代
目
勘
兵
衛
孝
通
以
来
醍
醐
寺
の
近
隣
日
野

に

別
宅

（角
坊
と
称
す
）
を
構
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
教
忠
は
し
ば
し
ば
醍
醐

寺
の
蔵
に
出
入
り
し
、
明
治
三
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
古
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

書
・
聖
教
の
整
理
を
行
っ
た
。
そ
う
し
た
関
係
か
ら
、
醍
醐
寺
の
文
書
・
記
録
類

の

→
部
を
彼
が
譲
り
受
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
醍
醐
寺
の
文
書
・
記
録
類
に
は
寺
蔵
の
も
の
の
ほ
か
各
院
家
蔵
の
も
の
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
、
川
瀬
一
馬
氏
は
教
忠
が
理
性
院
の
書
籍
を
一
括
購
入
し
た
こ
と
を
紹
介

さ
れ
て
い
亙
縄
、
現
在
田
中
本
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
醍
醐
寺
関
係
の
記
録
類
に
は

印
記
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
筆
者
の
経
歴
や
わ
ず
か
な
手
が
か
り
か
ら
旧
蔵
し
て
い
た

院
家
を
推
測
す
る
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
理
性
院
旧
蔵
と
確
定
で
き
る
も
の
も
少

な
い
。
そ
の
中
で
理
性
院
旧
蔵
と
見
て
間
違
い
な
さ
そ
う
な
の
が
室
町
時
代
後
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

院
主
光
祐
筆
の
『
後
柏
原
院
御
茶
毘
記
・
覚
道
法
親
王
御
他
界
御
中
陰
記
』
（
1
0
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

同
じ
く
院
主
厳
助
筆
の
『
厳
助
往
年
記
』
（
3
1
）
『
室
町
殿
護
摩
日
記
』
（
2
2
）
『
万
供
』

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
1
）
『
三
宝
院
法
流
嫡
末
等
事
』
（
3
4
）
で
あ
る
。
『
厳
助
往
年
記
』
は
厳
助
が
自
身

の

日
記
を
抄
出
し
た
も
の
に
幼
少
時
の
経
歴
を
書
き
加
え
た
も
の
で
、
『
改
定
史
籍

集
覧
』
『
続
群
書
類
従
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
『
改
定
史
籍
集
覧
』
の
奥
書
に
は

「
東
京
帝
国
大
学
所
蔵
の
厳
助
僧
正
真
蹟
本
」
を
底
本
と
し
た
と
あ
る
が
、
田
中
本

『
厳
助
往
年
記
』
こ
そ
厳
助
自
筆
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
東
京

大
学
か
ら
の
流
出
本
と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
『
史
籍
集
覧
』
の
編
者
近
藤
瓶
城

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の

奥
書
に
は
疑
問
が
残
る
。
万
里
小
路
時
房
の
日
記
『
建
内
記
』
の
抄
出
本
で
あ
る

『
万
供
』
は
理
性
院
関
係
書
状
の
裏
を
利
用
し
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
筆
跡
も
厳
助

の

も
の
と
見
ら
れ
る
。
奥
書
の
署
名
に
当
た
る
位
置
に
「
任
序
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
筆
者
の
人
名
と
見
る
よ
り
、
「
つ
い
で
に
ま
か
せ
て
」
と
い
う
意
で
記
さ
れ
た
も

の

だ
ろ
う
。

　

教
忠
と
関
係
が
深
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
三
宝
院
旧
蔵
の
記
録
類
と
し
て
は
、
『
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

宝
院
義
賢
准
后
御
入
室
御
得
度
略
記
』
（
2
5
）
や
三
宝
院
院
主
義
演
が
理
性
院
覚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

書
写
本
を
演
増
に
命
じ
て
写
さ
せ
た
『
高
雄
山
寺
大
師
御
灌
頂
記
録
』
（
1
7
）
『
帝
系

　
　
ヨ

図
』
（
4
5
）
が
あ
る
。
『
帝
系
図
』
は
、
内
閣
臨
時
修
史
局
（
現
、
東
京
大
学
史
科
編

纂
所
）
が
影
写
本
を
作
成
し
た
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
は
三
宝
院
に
所
蔵
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

れ

て
い

た
。
宝
池
院
宛
て
書
状
を
紙
背
に
用
い
る
『
摘
要
日
記
』
（
2
5
）
も
三
宝
院

と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）

閏
七
月
二
〇
日
条
に
「
承
久
仁
王
経
法
記
今
日
写
功
了
」
と
あ
る
の
は
、
承
久
元
年

（
一
一
二

九
）
二
月
に
行
わ
れ
た
仁
王
経
法
に
つ
い
て
記
す
『
高
陽
院
仁
王
経
法
記
』

（
5
1
4
）
を
入
手
し
て
書
写
し
た
こ
と
を
指
す
か
。
三
宝
院
旧
蔵
本
か
ど
う
か
は
不
明

で

あ
る
が
、
義
演
が
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
の
中
で
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
書
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
醍
醐
寺
有
職
補
任
』
（
1
3
）
『
醍
醐
寺
座
主
次
第
』
（
1
3
）
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
醍

醐
寺
座
主
次
第
』
に
は
憲
隆
な
る
人
物
に
よ
る
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
の
修
補

奥
書
が
あ
り
、
『
雑
々
秘
要
集
』
（
7
）
に
も
同
じ
く
憲
隆
の
修
補
奥
書
が
あ
る
。
醍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

醐
寺
の
寺
誌
『
醍
醐
要
書
』
（
1
3
）
の
表
紙
に
は
「
持
宝
王
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
持
宝
王
院
と
い
う
院
家
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　
醍
醐
寺
の
有
力
な
院
家
の
一
つ
で
あ
る
報
恩
院
の
関
係
者
が
記
し
た
も
の
に
『
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
院
源
雅
記
』
自
筆
本
（
4
3
）
、
隆
椿
筆
の
『
修
正
仏
名
日
記
』
（
2
3
）
、
隆
源
筆
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
八
幡
宮
愛
染
王
御
修
法
記
』
（
2
4
）
、
隆
宥
筆
の
『
醍
醐
寺
根
本
僧
正
略
伝
』
（
3
4
）
、

教
舜
筆
の
『
後
七
日
法
』
（
鵬
）
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
享
禄
三
年
記
」
と
題
さ
れ

て
い

る
自
筆
日
記
（
2
3
4
）
に
つ
い
て
、
川
瀬
一
馬
氏
は
こ
れ
を
「
山
科
言
継
筆
」
と

　
　
（
1
0
）

見
て

い

る
。
し
か
し
内
容
は
明
ら
か
に
僧
侶
の
日
記
で
あ
り
、
山
科
言
継
の
日
記
と

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
日
記
の
正
月
一
二
日
条
に
禁
裏
・
同
女
房
・
近
衛

家
等
へ
の
詳
し
い
年
始
贈
物
記
事
が
あ
る
の
で
、
近
衛
家
当
主
尚
通
の
日
記
『
後
法

　
　
　
　
（
1
1
）

成
寺
関
白
記
』
の
同
口
条
を
見
て
み
る
と
、
「
自
報
恩
院
久
喜
二
桶
・
梅
漬
一
器
進

上
之
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
コ
。
子
禄
三
年
記
」
と
品
目
・
数
量
が
一
致
す
る
。
こ

の

こ
と
よ
り
「
享
禄
三
年
記
」
が
醍
醐
寺
報
恩
院
主
源
雅
の
自
筆
日
記
で
あ
る
こ
と
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は
明
白
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
醍
醐
寺
の
院
家
旧
蔵
が
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
は
、
「
松
橋
蔵
」
と
表
紙

に

書
か
れ
た
無
量
寿
院
旧
蔵
『
尭
雅
大
僧
正
自
筆
之
記
』
（
H
）
が
あ
る
。
ま
た
、

『
醍
醐
寺
地
蔵
院
経
蔵
仏
像
目
録
』
（
拠
）
は
地
蔵
院
旧
蔵
と
見
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
『
醍
醐
寺
地
蔵
院
経
蔵
仏
像
目
録
』
の
紙
背
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
醍
醐

寺
座
主
職
を
め
ぐ
る
相
論
関
係
文
書
で
、
そ
の
内
容
も
興
味
深
い
。

　
醍
醐
寺
関
係
の
記
録
と
し
て
、
『
醍
醐
雑
事
記
』
が
鎌
倉
時
代
前
期
写
本
・
鎌
倉

時
代
中
期
写
本
・
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
写
本
の
三
種
が
伝
わ
る
ほ
か
、
奥
書
に

醍
醐
寺
に
お
い
て
書
写
し
た
こ
と
や
、
醍
醐
寺
関
係
の
院
家
、
僧
侶
の
名
が
記
さ
れ

て
い

る
も
の
も
多
い
。
個
々
の
史
料
に
つ
い
て
は
本
誌
掲
載
の
「
『
田
中
穣
氏
旧
蔵

典
籍
古
文
書
』
所
収
記
録
類
目
録
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
田
中
本
の
未
詳
真
言
系
書
籍
を
含
め
、
醍
醐
寺
関
係
記
録
類
は
醍
醐
寺
に
現
蔵
さ

れ

る
文
書
・
書
籍
類
と
合
わ
せ
た
考
察
が
な
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
位
置
付
け
が

行
え
る
も
の
だ
ろ
う
。
醍
醐
寺
聖
教
調
査
の
進
展
と
成
果
の
公
開
に
よ
っ
て
、
田
中

本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。②

他
の
寺
社
系
記
録
類

　
こ
こ
で
は
醍
醐
寺
以
外
の
寺
社
記
録
類
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
印
記
が

あ
る
こ
と
で
明
確
に
わ
か
る
の
が
高
山
寺
旧
蔵
の
記
録
類
で
あ
る
。
「
高
山
寺
」
の

朱
方
印
の
あ
る
も
の
が
一
点
、
「
方
便
智
院
」
の
朱
方
印
の
あ
る
も
の
が
八
点
、
い

ず
れ

も
鎌
倉
時
代
以
前
の
書
写
に
か
か
る
善
本
で
あ
る
。
空
達
房
定
真
に
よ
っ
て
開

か

れ

た
院
家
、
方
便
智
院
に
は
多
く
の
記
録
類
が
伝
来
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の

廃
絶
と
と
も
に
明
治
時
代
初
期
に
流
出
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
つ
に
天

武
・
持
統
天
皇
合
葬
陵
で
あ
る
檜
隈
大
内
陵
盗
掘
事
件
の
実
検
記
と
し
て
著
名
な

『
阿
不
幾
乃
山
陵
記
』
（
纈
）
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
教
忠
の
師
谷
森
善
臣
の
見
解
を

抑
え
て
野
口
の
王
墓
か
ら
見
瀬
丸
山
陵
に
改
定
さ
れ
た
安
政
の
陵
墓
治
定
を
覆
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
5

の

で
、
教
忠
は
殊
な
る
思
い
入
れ
を
も
っ
て
『
阿
不
幾
山
陵
記
備
考
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
付
属
）

を
著
し
、
檜
隈
大
内
陵
の
考
証
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
教
忠
は
『
阿
不
幾
乃

山
陵
記
』
入
手
の
件
に
も
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
＝
二
年
（
一
八
八

〇
）
六
月
＝
二
日
に
高
山
寺
に
赴
い
て
住
職
錦
小
路
証
成
よ
り
入
手
し
た
の
で
あ
っ

た
。
同
じ
く
、
「
方
便
智
院
者
栂
尾
一
院
也
、
今
為
廃
寺
」
と
あ
り
、
『
方
便
智
院
聖

　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
坊
方
便
智
院

教
目
録
』
に
は
「
件
東
之
聖
教
其
跡
廃
絶
之
間
、
被
移
石
水
院
西
経
蔵
畢
云
々
」

と
の
奥
書
も
あ
る
か
ら
、
廃
寺
と
な
っ
た
方
便
智
院
の
書
籍
は
そ
の
こ
ろ
高
山
寺
石

水
院
西
の
経
蔵
に
置
か
れ
、
高
山
寺
住
職
の
管
理
下
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
他
の
高

山
寺
（
方
便
智
院
）
旧
蔵
書
も
多
く
は
こ
の
よ
う
に
教
忠
が
直
接
高
山
寺
か
ら
入
手

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
教
忠
は
勘
文
を
付
し
て
『
阿
不
幾
乃
山
陵
記
』
が
定
真
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
に
な
る
こ
と
を
所
蔵
の
『
法
界
次
第
』
（
4
0
）
『
寛
信
大
阿
闇
梨
東
寺
拝
堂
記
』
の

筆
跡
と
の
比
較
か
ら
鑑
定
し
て
い
る
。
蔵
書
中
の
定
真
筆
の
記
録
類
に
は
『
後
七
日

諸
事
』
（
1
5
）
『
血
脈
』
（
捌
）
が
あ
る
が
、
『
寛
信
大
阿
闇
梨
東
寺
拝
堂
記
』
は
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の

田
中
本
の
中
に
見
え
な
い
。
な
お
、
『
高
野
三
股
由
来
記
』
（
2
6
）
『
尊
勝
法
御
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
記

（久
安
三
年
日
記
）
』
（
4
1
）
『
代
々
長
者
舎
利
勘
計
記
』
（
4
4
）
は
『
国
書
総
目

録
』
（
岩
波
書
店
）
が
『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』
に
よ
っ
て
高
山
寺
方
便
智
院
聖
教

と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

仁
和
寺
関
係
で
は
、
心
蓮
院
の
藝
髄
が
捺
さ
れ
た
『
文
集
』
（
姻
）
、
尊
寿
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
日
記
『
未
詳
記
』
（
2
4
）
が
あ
る
。
『
文
集
』
に
は

『
本
朝
文
粋
』
『
本
朝
文
集
』
な
ど
既
知
の
文
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
文
書
も
収
め

ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
『
未
詳
記
』
に
は
尊
寿
院
の
印
の
ほ
か
「
法
住
庵
」
の
印

も
捺
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
印
が
『
理
趣
経
勧
請
井
回
向
等
用
意
・
法
皇
御
伝
』
（
1
4
）

に

も
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り

　
『
二
品
法
守
法
親
王
御
灌
頂
記
』
（
2
2
）
『
山
門
根
本
中
堂
供
養
記
』
（
4
0
）
『
円
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
御
灌
頂
雑
事
記
』
（
4
1
）
に
は
「
鳴
滝
図
書
記
子
孫
永
保
」
な
ど
「
鳴
滝
」
と
記

さ
れ
た
蔵
書
印
が
捺
し
て
あ
る
。
「
鳴
滝
家
」
と
も
あ
る
が
、
文
化
年
間
の
法
眼
幸

37



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第72集　1997年3月

寛
の
修
補
奥
書
が
あ
る
か
ら
、
寺
院
あ
る
い
は
坊
官
家
の
旧
蔵
書
と
見
ら
れ
る
。

「
鳴
滝
」
と
い
う
と
、
仁
和
寺
子
院
の
般
若
寺
あ
た
り
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
ど
こ
の

寺
院
の
も
の
か
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
出
来
て
い
な
い
。

　

『
表
白
集
』
と
題
さ
れ
る
本
は
多
く
の
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
特
に
高
山
寺

本
・
醍
醐
寺
本
な
ど
が
著
名
で
あ
る
が
、
多
数
の
表
白
を
収
集
し
て
い
る
点
で
他
に

類
を
見
な
い
の
が
東
寺
観
智
院
所
蔵
の
『
表
白
集
』
で
あ
る
。
も
と
は
一
二
帖
か
ら

な
っ
て
お
り
、
現
在
は
第
四
が
欠
け
て
い
て
二
帖
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告

　
　
　
（
1
4
）

さ
れ
て
い
る
。
実
は
そ
の
欠
失
分
の
第
四
が
田
中
本
の
中
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
『
表

　
　
　
　
　
　
ユ

白
集
　
第
四
』
（
2
6
）
が
そ
れ
で
、
旧
蔵
者
を
示
す
識
語
．
印
記
等
は
な
い
が
、
『
東

寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
』
に
記
さ
れ
た
書
誌
的
事
項
や
掲
載
写
真
の
筆
跡
か

ら
見
て
観
智
院
本
に
間
違
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
田
中
本
と
観
智
院
本
と
の
関
連
と

い

う
こ
と
で
は
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
つ
い
て
、
山
崎
誠
氏
が
『
続
群
書
類

従
』
の
底
本
と
な
っ
た
観
智
院
本
が
田
中
本
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

　
　
（
1
5
）

て
い

る
。
し
か
し
、
続
群
書
類
従
本
に
あ
る
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
修
補
奥
書
は

田
中
本
に
な
い
。
虫
損
未
判
読
箇
所
の
不
↓
致
も
あ
り
、
同
一
本
と
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
だ
ろ
う
。
田
中
本
と
観
智
院
本
と
は
親
子
の
関
係
に
あ
る
と
見
た
方
が
い
い

の

で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
真
言
系
寺
院
旧
蔵
が
明
ら
か
な
も
の
に
は
「
勧
修
寺
大
経
蔵
」
の
朱
方
印
の
あ
る

『
極
楽
寺
殿
仮
名
御
消
息
』
（
鵬
）
も
あ
る
。
田
中
本
に
は
ほ
か
に
も
真
言
系
の
書
目

が
多
数
あ
り
、
奥
書
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
現
時
点
で
は
そ
の

旧
蔵
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
天
台
系
で
は
青
蓮
院
門
跡
尊
純
法
親
王
筆
の
『
令
旨
等
古
案
雑
々
』
（
囎
）

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
叡
岳
雑
記
』
（
1
5
）
、
曼
殊
院
の
蔵
書
印
の
あ
る
『
系
図
略
』
（
3
0
）
が
あ
る
。
禅
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

系
で
は
南
禅
寺
塔
頭
慈
聖
院
旧
蔵
の
『
興
国
南
禅
記
』
（
1
4
）
、
相
国
寺
光
源
院
旧
蔵

の

『臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
（
蝿
）
、
妙
心
寺
雑
華
院
旧
蔵
の
『
臥
雲
日
件
録
』
（
聯
）

が

あ
る
。
社
家
の
も
の
と
し
て
は
、
春
日
社
関
係
の
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の

『
春
日
社
家
日
記
』
（
㎜
）
、
同
九
年
の
具
注
暦
紙
背
に
書
か
れ
た
『
春
日
社
頭
移
殿

　
　
　
　
　
　
ユ

御
帰
座
日
記
』
（
2
2
）
や
、
賀
茂
社
司
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
神
道
書
『
三
十
番
神
之

本
縁
』
（
3
2
）
『
祓
八
ヶ
口
訣
・
諸
神
系
図
譜
・
神
道
』
（
5
3
）
『
日
本
書
紀
神
代
下
』

　（3
8
）
が
あ
る
。

●
公
家
の
記
録
類

　

田
中
本
に
は
清
華
家
以
下
の
公
家
諸
家
の
記
録
類
も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
院
政

期
～
室
町
期
の
日
記
自
筆
本
を
は
じ
め
と
す
る
善
本
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
ず
最
初
に
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
神
祇
伯
を
世
襲
し
た
花
山

源
氏
白
川
家
の
自
筆
日
記
群
で
あ
ろ
う
。
伯
家
記
録
の
大
部
分
は
現
在
宮
内
庁
書
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

部
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
大
正
一
〇
年
献
上
）
史
料
の
翻
刻
を
付
し
た
曽
根
研
三

　
　
　
　
（
1
7
）

『
伯
家
記
録
考
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
書
陵
部
に
自
筆
本
が
残
る
の
は
鎌

倉
時
代
後
期
の
『
業
顕
王
記
』
断
簡
と
室
町
時
代
前
期
の
『
雅
業
王
記
』
断
簡
を
除

く
と
、
す
べ
て
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
歴
代

の

日
記
は
『
伯
家
五
代
記
』
と
し
て
抄
出
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の

『
伯
家
五
代
記
』
の
も
と
と
な
っ
た
自
筆
日
記
が
田
中
本
に
伝
存
す
る
『
顕
広
王
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

（
2
9
）
『
仲
資
王
記
』
八
巻
（
2
9
）
『
業
資
王
記
』
五
巻
（
3
1
）
『
忠
富
王
記
』

四
巻

（
9
9
2
）
で
あ
る
。
書
陵
部
本
『
伯
家
五
代
記
』
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
巻

末
識
語
に

は
、
こ
の
記
が
伯
家
に
わ
ず
か
に
残
っ
た
正
記
よ
り
抄
出
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
所
収
年
次
と
田
中
本
と
を
比
較
す
る
と
、

『
顕
広
王

記
』
は
永
暦
二
年
（
＝
六
一
）
分
一
巻
が
欠
失
、
『
忠
富
王
記
』
は
明
応

七
年
（
一
四
九
八
）
・
同
九
年
・
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
の
三
巻
分
が
欠
失
し
て

い

る
。
『
仲
資
王
記
』
『
業
資
王
記
』
に
つ
い
て
は
『
伯
家
五
代
記
』
が
作
ら
れ
た
天

和
二
年
以
降
の
欠
失
は
な
い
。
な
お
、
『
資
益
王
記
』
は
自
筆
本
六
冊
が
東
京
大
学

史
科
編
纂
所
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
『
業
顕
王
西
宮
参
詣
記
』
（
喘
）
も
伯
家
旧
蔵
の
自
筆
本
で
あ
る
。
業
顕
王
記
は

宮
内
庁
書
陵
部
に
正
安
三
年
（
＝
二
〇
一
）
三
月
二
二
～
二
四
日
の
記
事
が
自
筆
断
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簡
と
し
て
伝
わ
り
、
写
本
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
正
安
三
年
の
後
二
条

　
　
　
　
（
1
8
）

天
皇
即
位
関
係
の
も
の
で
、
こ
の
『
西
宮
参
詣
記
』
の
写
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

業
顕
王
の

日
記
が
『
伯
家
五
代
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
少

な
く
と
も
江
戸
時
代
前
期
の
段
階
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
日
次
記
は
伝
わ
っ
て
い
な

か

っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
諸
家
の
記
録
類
に
も
善
本
が
多
い
。
江
戸
時
代
前
期
の
勧
修

寺
家
に
あ
っ
て
、
家
蔵
記
録
の
整
理
に
努
め
た
勧
修
寺
経
広
の
修
補
奥
書
・
外
題
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

あ
る
も
の
が
『
三
長
記
』
（
4
0
）
『
吉
続
記
』
（
4
4
）
『
大
理
秘
記
』
（
4
6
）
『
中
右
記
部

　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

類
』
（
4
7
）
『
三
席
御
会
記
』
（
2
2
）
の
五
点
、
ほ
か
に
勧
修
寺
家
旧
蔵
本
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
広
が
書
写
．
作
成
し
た
『
三
長
記
』
（
4
0
）
と
『
三
長
記
惣
目
録
』
（
4
0
）
が
あ
る
。

こ
の
勧
修
寺
家
旧
蔵
の
『
吉
続
記
』
は
書
陵
部
所
蔵
柳
原
本
の
奥
書
に
「
右
吉
続
記
、

経
長
卿
記
、
正
記
欺
、
殊
勝
之
一
巻
也
、
勧
修
寺
侍
従
被
借
之
間
、
暫
時
馳
筆
了
、

明
和
五
年
四
月
廿
四
日
（
花
押
）
」
と
あ
る
「
殊
勝
之
一
巻
」
に
当
た
る
と
見
ら
れ
、

柳
原
紀
光
が
言
う
よ
う
に
経
長
自
筆
（
浄
書
）
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
勧
修
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

家
旧
蔵
書
の
う
ち
、
『
三
長
記
』
『
大
理
秘
記
』
は
甘
露
寺
親
長
の
手
を
経
て
勧
修

寺
家
に
帰
し
た
も
の
で
、
『
三
席
御
会
記
』
も
実
名
を
揮
る
人
名
表
記
か
ら
甘
露
寺

家
の
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
京
都
大
学
文
学
部

博
物
館
の
勧
修
寺
家
旧
蔵
記
録
に
甘
露
寺
親
長
筆
の
記
録
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
親
長
筆
『
山
椀
記
』
（
m
）
や
『
甘
露
寺
忠
長
記
』
自

筆
本
（
9
0
）
も
勧
修
寺
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
甘
露
寺
家
の

記
録
が
勧
修
寺
家
に
移
っ
た
の
は
、
桃
山
期
に
甘
露
寺
家
が
勧
修
寺
晴
豊
の
二
男
経

遠
に

よ
っ
て
継
嗣
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
様
に
一
門

間
の
養
嗣
子
関
係
に
よ
り
万
里
小
路
時
房
の
日
記
が
一
五
世
紀
後
半
に
は
勧
修
寺
家

に

伝

わ
・
て
い
た
・
と
が
智
れ
て
施
・
時
房
自
筆
の
『
建
内
記
』
（
姻
）
も
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

修
寺
家
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
こ
の
一
門
の
記
録
と
し
て
は
ほ
か
に
も

『
経
俊
卿
記
』
自
筆
本
（
劉
）
、
中
御
門
宣
秀
・
宣
光
自
筆
の
日
記
（
9
1
・
9
5
）
、
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

秀
筆
の
可
能
性
が
あ
る
『
大
嘗
会
記
』
（
1
7
）
『
禁
秘
御
抄
』
（
3
3
）
が
あ
る
。
『
経
俊

卿
記
』
自
筆
本
は
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
に
一
六
巻
、
陽
明
文
庫
に
一
巻
が
存
し
て

い

る
が
、
本
書
を
含
め
、
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
中
御
門

家
の
記
録
類
に
つ
い
て
、
『
宣
胤
卿
記
』
自
筆
本
は
京
都
大
学
の
勧
修
寺
家
旧
蔵
記

録
中
に
伝
来
し
て
い
る
が
、
田
中
本
の
中
御
門
家
関
係
記
録
が
勧
修
寺
家
か
ら
出
た

も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

　
山
科
家
旧
蔵
の
記
録
類
は
七
点
を
数
え
、
文
書
類
や
歌
集
な
ど
に
も
山
科
家
旧
蔵

の

も
の
が
多
数
あ
る
。
山
科
家
の
記
録
類
は
江
戸
時
代
後
期
に
柳
原
紀
光
に
よ
っ
て

整
理
補
修
、
書
写
さ
れ
た
後
、
明
治
の
は
じ
め
に
山
科
家
よ
り
流
出
し
、
現
在
、
一

部
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
京
都
大
学
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

山
科
家
に
は
雑
掌
が
記
し
た
記
録
『
山
科
家
礼
記
』
（
『
山
礼
記
』
と
も
称
す
）
が
あ

り
、
自
筆
本
一
四
冊
が
書
陵
部
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
田
中
本
に
も
自
筆
本
二
冊
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
大
沢
久
守
自
筆
の
『
文
明
十
八
年
雑
記
』
（
4
5
）
は
す

で
に

存
在
が
知
ら
れ
て
い
て
『
史
料
纂
集
』
の
底
本
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

『
康
正
三
年
雑
記
』
春
夏
記
（
8
9
）
は
こ
れ
ま
で
紀
光
の
抄
出
本
で
し
か
知
ら
れ
て

い

な
か
っ
た
。
後
補
表
紙
に
は
「
家
司
重
康
記
」
と
あ
る
が
、
内
容
か
ら
見
る
と
記

主

は
重
康
の
父
大
沢
重
能
で
あ
る
。
な
お
二
冊
と
も
現
表
紙
は
紀
光
に
よ
っ
て
付
さ

れ

た
も
の
で
あ
る
。
山
科
家
雑
掌
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
は
文
明
一
四
年
・
長
享

三
年
の
『
年
貢
請
取
帳
』
（
9
2
・
9
3
）
も
あ
る
。
ま
た
、
1
7
に
は
『
言
国
卿
記
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

自
筆
断
簡
が
『
大
染
金
剛
院
殿
御
記
』
『
中
山
孝
親
卿
記
』
な
ど
と
と
も
に
合
巻
さ

れ

て
い

る
が
、
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
『
言
国
卿
記
』
自
筆
本
の
当
該
部
分
に
は
異

筆
で

「
右
三
枚
脱
丁
之
所
、
件
二
枚
正
記
柳
原
大
納
言
紀
光
卿
所
持
之
間
、
借
乞
干

彼
卿
、
以
正
記
令
模
写
之
了
」
と
落
丁
部
分
を
柳
原
紀
光
所
持
の
自
筆
本
断
簡
二
紙

に

よ
っ
て
補
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
言
国
卿
記
』
断
簡

に

つ
い

て

は
柳
原
紀
光
の
旧
蔵
で
あ
っ
て
、
彼
に
よ
る
修
補
時
あ
る
い
は
そ
れ
以
前

に

山
科
家
よ
り
流
失
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
山
科
家
旧
蔵
の
記
録
類
に
は
顕
言

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
の
『
山
椀
記
』
（
1
7
）
『
三
種
神
器
渡
御
儀
』
（
2
5
）
、
山
科
忠
言
奥
書
の
『
難
波
宗

建
自
筆
随
筆
』
（
1
6
－
1
）
が
あ
る
。
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田
中
本
の
中
に
は
紀
光
を
輩
出
し
た
柳
原
家
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
が

二
点
あ
り
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
の
書
写
に
か
か
る
『
白
馬
節
会
次
第
』
（
8
1
）

に

は
「
柳
原
文
庫
」
の
朱
方
印
、
『
自
将
軍
吉
宗
公
注
進
書
目
録
』
（
皿
）
に
は
「
柳

原
庫
」
の
朱
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
保
足
蔵
書
目
録
』
（
綱
）
は
『
自
将

軍
吉
宗
公
注
進
書
目
録
』
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
。
柳
原
家
の
旧
蔵
書
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
書
陵
部
所
蔵
の
柳
原
本
の
親
本
と
な
っ
た
も
の
に
、
前
記
勧
修
寺
家
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

蔵
本

『
吉
続
記
』
や
、
『
公
武
年
代
記
』
（
4
4
）
『
本
朝
世
紀
』
（
4
5
）
、
後
述
す
る

『
任
大
臣
大
饗
記
』
（
蜘
）
な
ど
が
あ
る
。

　

先
に

述
べ
た
柳
原
紀
光
旧
蔵
の
『
言
国
卿
記
』
断
簡
と
と
も
に
成
巻
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
中
山
孝
親
卿
記
』
　
（
2
1
）
に
は
修
補
紙
裏
継
目
に
印
文
不
明
の
黒
丸
印
が
捺
し
て

影
。
そ
れ
と
同
じ
印
は
『
中
山
大
納
言
親
綱
卿
記
』
（
留
）
『
除
目
聞
書
三
別
）

　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『補
任
歴
名
』
（
2
5
）
『
尊
勝
院
供
養
記
』
（
4
7
）
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

『
補
任
歴
名
』
は
人
名
表
記
か
ら
中
山
家
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

『
親
綱
卿
記
』
の
端
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
「
蝉
冤
魚
同
」
と
は
中
山
家
伝
来
の
記
録

類
を
集
め
た
書
籍
名
で
、
元
禄
書
写
の
彰
考
館
本
（
『
歴
代
残
關
日
記
』
所
収
本
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
本
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
2
1
大
染
金
剛
院
殿
御
記
も
書
写
さ
れ

て

お
り
、
中
山
家
の
家
記
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ら
の
記
録
類
が
『
蝉
冤
魚
同
』
の
原

本
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
は
高
か
ろ
う
。

　
『
入
木
道
伝
道
書
類
』
（
皿
）
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
一
帖
・
八
冊
の
史
料
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　

や

『
公
事
根
元
』
（
1
6
）
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
（
1
6
）
『
禁
秘
抄
』
（
3
7
）
は
、
い
ず

れ

も
江
戸
時
代
の
書
写
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
華
山
蔵
書
之
印
」
「
華
山
院
図
書
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ど
花
山
院
家
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
花
山
院
定
誠
筆
の
『
三
長
記
』
（
4
0
）

に

添
付

さ
れ
て
い
る
田
中
教
忠
筆
の
勘
文
に
は
「
明
治
十
三
年
八
月
廿
四
日
、
花
山

院
家
蔵
古
本
類
、
書
林
北
川
善
兵
衛
若
林
茂
助
買
得
而
鷲
之
、
依
買
之
、
筆
者
家
伝

略
注
之
了
、
田
中
教
忠
」
と
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
花
山
院
家
旧
蔵
書
は
田
中
本
に
あ
っ

て
入
手
時
期
・
経
路
な
ど
が
わ
か
る
稀
な
例
で
あ
る
。

　
同
じ
清
華
家
の
も
の
と
し
て
は
、
三
条
実
美
の
一
見
奥
書
の
あ
る
『
山
椀
記
』

（
2
9
2
）
が
三
条
家
の
旧
蔵
と
知
ら
れ
る
。
現
在
は
五
冊
一
括
と
な
っ
て
い
る
が
、
第

五
冊
の
元
日
節
会
部
類
記
は
今
城
定
淳
の
書
写
本
で
、
三
条
家
に
伝
わ
っ
た
他
の
四

冊

と
は
伝
来
が
異
な
る
。
ほ
か
に
三
条
家
旧
蔵
の
明
証
は
欠
く
も
の
の
、
三
条
家
に

か
か

わ
る
記
録
類
と
し
て
藤
原
実
躬
筆
の
『
除
目
職
事
要
抄
』
（
犯
）
、
同
じ
く
実
躬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
と
見
ら
れ
て
い
る
『
大
嘗
会
記
』
（
3
9
）
と
三
条
実
有
筆
の
『
名
目
紗
井
官
位
相

当
』
（
3
0
）
が
あ
る
。
『
除
目
職
事
要
抄
』
は
、
『
除
目
申
文
抄
』
（
続
群
書
類
従
）
と

同
じ
く
一
一
世
紀
の
記
録
類
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
除
目
の
参
考
書
で
、
本
奥
書
に

は
藤
原
長
兼
の
著
作
で
あ
る
と
の
所
伝
を
載
せ
て
お
り
、
『
長
兼
蝉
魚
抄
』
と
も
呼

　
　
　
　
（
2
4
）

ば

れ

て
い

る
。
本
書
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
写
本
の
祖
本
に
当
た
る
善
本
で
あ
る
。

　
村
上
源
氏
久
我
家
の
記
録
類
に
は
、
中
院
通
秀
筆
で
久
我
通
博
奥
書
の
『
姓
抄
井

　
　
　
　
　
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

名
字
抄
』
（
3
0
）
、
久
我
晴
通
筆
の
『
姓
氏
』
（
3
0
）
が
あ
り
、
中
院
家
の
も
の
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『中
院
通
村
自
筆
本
』
（
4
3
）
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
除
目
・
即
位
関
係
記
録
八
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

と
『
中
院
通
茂
自
筆
記
』
（
3
3
）
が
あ
る
。
ほ
か
に
『
掌
中
暦
』
（
3
5
）
は
菊
亭
家
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
、
『
古
事
記
』
（
1
6
）
『
先
代
旧
事
本
紀
』
（
1
6
）
は
下
冷
泉
家
旧
蔵
、
『
本
朝
続
文

粋
』
（
4
0
）
は
日
野
西
家
旧
蔵
、
『
延
喜
式
』
（
7
4
）
は
土
御
門
家
旧
蔵
で
あ
る
。
『
江

　
　
　
　
　

家
次
第
』
（
2
9
）
は
飛
鳥
井
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
箱
書
よ
り
わ
か
る
。

　
地
下
家
の
も
の
と
し
て
は
、
壬
生
家
旧
蔵
の
記
録
類
六
点
と
平
田
家
旧
蔵
書
を
中

心
と
す
る
『
譲
即
部
類
』
一
括
が
あ
る
。
『
西
宮
記
』
（
姻
）
は
壬
生
家
本
と
し
て
知

ら
れ
る
書
陵
部
所
蔵
の
室
町
期
写
本
と
本
来
一
具
を
な
し
て
い
た
も
の
で
、
慶
長
末

年
以
後
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
宮
内
省
に
献
上
さ
れ
る
以
前
に
散
逸
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

一
巻
の

内
の
一
巻
で
あ
る
。
『
年
中
行
事
・
北
山
羽
林
抄
』
（
8
3
）
は
天
文
二
一
年

（
一
五
五

二
）
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
、
筆
者
は
明
証
を
欠
く
も
の
の
壬
生
登
辰

か

と
推
定
さ
れ
る
。
表
紙
に
は
「
左
大
史
小
槻
宿
禰
」
の
署
名
と
花
押
が
据
え
ら
れ

て
い

る
が
、
壬
生
家
文
書
の
中
に
登
辰
の
花
押
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
花

押
の
主
は
不
分
明
で
あ
る
。
『
姓
氏
録
』
（
2
9
）
『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』
（
8
7
）
『
山
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
　
　
む

三
院
記
録
』
（
1
5
）
の
表
紙
や
奥
に
は
壬
生
忠
利
が
署
名
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
壬

生
家

旧
蔵
の
記
録
類
で
あ
る
。
蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
『
姓
氏
録
』
と
慶
長
二
〇
年
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（
一
六
一
五
）
・
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
壬
生
孝
亮
書
写
の
『
年
代
記
改
元
井
東
大

寺
七
重
塔
供
養
記
』
（
2
2
）
の
原
表
紙
に
は
壬
生
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
「
任
性
」

の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
譲
即
部
類
』
（
鰯
）
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
の
明
正
天
皇
や
同
二
〇

年
の
後
光
明
天
皇
即
位
儀
の
参
考
と
す
る
た
め
に
蔵
人
所
出
納
平
田
職
忠
が
集
写
し

た
鎌
倉
時
代
～
江
戸
時
代
前
期
の
即
位
関
係
記
録
と
そ
の
転
写
本
が
中
心
で
、
江
戸

時
代
中
期
の
平
田
職
直
書
写
の
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
「
結
城
家
蔵
」
の
朱
方
印
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
『
光
格
帝
御
即
位
次
第
』
（
3
3
－
1
9
－
1
）
や
「
中
尾
」
の
黒
印
の
あ
る
『
大

嘗
会
便
蒙
』
（
3
6
－
6
3
1
）
な
ど
数
点
は
田
中
教
忠
が
『
譲
即
部
類
』
と
し
て
一
括
し

た
際
に
混
入
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
出
納
平
田
家
の
文
書
記
録
類
は
明
治
三
四
年
二

九

〇
一
）
に
宮
内
省
に
一
括
献
上
さ
れ
て
お
り
、
『
譲
即
部
類
』
所
収
の
平
田
家
旧

蔵
記
録
類
は
そ
れ
以
前
に
流
出
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

0
学
者
・
収
集
家
の
記
録
類

　
田

中
本
の
中
に
は
江
戸
～
明
治
時
代
の
国
学
者
・
故
実
家
な
ど
の
旧
蔵
書
も
含
ま

れ

て

お
り
、
教
忠
と
同
好
の
志
と
の
交
流
を
示
す
史
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
教
忠
は
呉
服
商
の
家
を
継
ぐ
立
場
に
あ
っ
た
が
、
家
業
よ
り
読
書
を
好
み
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

歳
の
時
に
国
学
者
谷
森
種
松
（
の
ち
の
善
臣
）
に
入
門
し
た
。
田
中
本
の
『
浄
蔵
法

師
伝
』
（
6
6
3
）
は
入
門
の
二
年
後
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
種
松
が
書
写
し
た

本
で
あ
る
。
後
年
、
山
科
家
旧
蔵
の
『
三
種
神
器
渡
御
儀
』
（
捌
）
を
入
手
し
た
教

忠

は
南
朝
の
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
善
臣
に
教
示
を
求
め
た
。
善
臣
は
伏
見
宮

本
の
中
よ
り
『
南
山
御
出
次
第
』
『
三
種
霊
宝
自
南
山
入
洛
記
』
を
写
し
取
り
、
教

忠
に

送
っ
た
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
七
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
教
忠
は

そ
の
写
を
『
三
種
神
器
渡
御
儀
』
の
巻
末
に
継
い
で
成
巻
し
、
送
ら
れ
て
き
た
封
筒

も
そ
れ
に
添
え
て
保
管
し
た
。

　
西
村
兼
文
は
『
画
家
墳
墓
記
』
『
京
都
古
事
談
』
な
ど
の
著
作
を
も
つ
人
物
で
、

『
興
福
寺
蓮
成
院
日
記
』
（
9
7
）
の
袋
に
は
教
忠
の
筆
で
こ
の
書
を
兼
文
よ
り
寄
贈
さ

れ

た
旨
が
記
し
て
あ
る
。
国
学
者
並
川
誠
所
の
集
書
活
動
を
記
す
『
並
川
五
一
日
記
』

む（3
9
）
は
兼
文
に
よ
る
明
治
二
〇
年
の
書
写
本
で
あ
り
、
『
難
波
宗
建
自
筆
考
聞
録
』

（16

－
2
）
に
捺
さ
れ
た
「
西
村
家
蔵
書
印
」
の
朱
方
印
も
兼
文
の
も
の
か
と
思
わ

れ
る
。

　

田
中
本
に
は
、
そ
の
著
者
や
筆
者
、
あ
る
い
は
内
容
に
つ
い
て
教
忠
氏
が
調
べ
た

事
柄

を
首
尾
な
ど
に
書
き
入
れ
た
り
、
別
紙
に
記
し
て
張
り
付
け
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
る
が
、
『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
（
刷
）
に
は
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）

の

文
書
が
料
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
本
書
が
国
学
者
橋
本
経
亮
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と

を
経
亮
の
随
筆
『
橘
窓
自
語
』
を
引
用
し
て
考
証
し
て
い
る
。

　
ほ
か
に
、
『
後
照
念
院
殿
装
束
抄
』
（
3
3
）
は
江
戸
時
代
中
期
の
故
実
家
壼
井
義
知
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ば

『憲
騙
噺
余
』
（
3
5
）
は
本
草
家
松
岡
恕
庵
、
『
菅
儒
侍
読
臣
之
年
譜
』
（
3
6
）
は
松
平

定
信
、
『
民
部
省
図
帳
』
（
捌
）
は
国
学
者
上
田
百
樹
、
『
祓
八
ヶ
口
訣
・
諸
神
系
図

譜
・
神
道
』
（
5
3
）
は
中
崎
良
胤
の
旧
蔵
に
か
か
る
こ
と
が
蔵
書
印
よ
り
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ま
た
『
令
集
解
』
（
2
3
）
に
つ
い
て
は
山
田
清
安
の
旧
蔵
書
と
見
ら
れ
て
い
る
。
藤

貞
幹
や
山
田
以
文
の
作
っ
た
印
譜
・
拓
本
集
も
あ
り
、
藤
貞
幹
の
『
仏
刹
古
瓦
譜
』

ヨ（3
2
）
に
は
明
治
二
二
年
に
教
忠
が
採
集
し
た
拓
本
二
枚
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
田
中
本
の
記
録
類
に
つ
い
て
そ
の
旧
蔵
者
に
注
目
し
て
述
べ
て
き
た
。

最
後
に
旧
蔵
者
不
明
の
も
の
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
記
録
類
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て

お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
む

　
『
菅
芥
集
』
（
2
1
）
は
鎌
倉
時
代
前
期
の
追
善
願
文
を
収
録
し
た
も
の
で
、
奥
書

に

は
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
談
読
し
た
と
あ
り
、
表
紙
に
は
コ
房
阿
本
」
と
の

記
載
も
あ
る
写
本
で
あ
る
。
こ
の
書
名
は
『
国
書
総
目
録
』
に
も
掲
げ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
他
の
写
本
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
。
書
名
か
ら
す
る
と
菅
家
儒
家
の
作
文
集
か
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と
も
思
わ
れ
る
。
内
容
は
中
原
親
能
や
大
江
広
元
ら
が
願
主
と
な
っ
た
追
善
願
文
な

ど
『
大
日
本
史
料
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
ば
か
り
で
大
変
興
味
深
い
。

　
　
『
春
玉
秘
抄
』
（
4
1
）
は
春
除
目
に
つ
い
て
の
儀
式
書
で
、
完
本
は
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
田
島
公
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
唯
一
の
完
本
で
あ
る
本
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

の

存
在
が
注
目
さ
れ
た
。
全
貌
は
未
翻
刻
で
あ
る
が
、
成
立
・
書
写
の
過
程
を
詳
細

に

記

し
た
本
奥
書
は
す
で
に
田
島
氏
の
史
料
紹
介
が
あ
り
、
儀
式
作
法
や
中
世
の
儀

式
書
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
素
材
と
な
っ
て
い
る
。

　

『出
陣
次
第
』
（
4
2
）
に
は
「
大
夫
尉
寿
栄
」
に
よ
る
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

の

修
補
奥
書
が
あ
る
が
、
こ
の
記
録
が
興
味
深
い
の
は
そ
れ
以
前
の
伝
来
で
、
表
紙

裏
に
こ
の
書
を
「
当
家
之
秘
伝
」
と
す
る
相
模
国
玉
縄
城
主
北
条
氏
勝
の
識
語
が
あ

り
、
表
紙
に
は
父
氏
繁
の
花
押
も
据
え
ら
れ
て
い
る
。
氏
勝
は
後
北
条
氏
滅
亡
後
も

徳
川
家
康
の
も
と
で
下
総
国
岩
富
の
城
主
に
な
っ
た
人
物
で
、
そ
の
墓
所
は
現
在
の

千
葉
県
佐
倉
市
内
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
『
任
大
臣
大
饗
記
』
（
2
9
）
は
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
七
月
二
五
日
の
足
利
義

政
の
任
内
大
臣
大
饗
に
関
す
る
記
録
で
、
本
文
中
の
「
内
大
臣
予
」
と
い
う
記
載
な

ど
か
ら
見
て
記
主
は
足
利
義
政
と
見
ら
れ
、
近
年
、
書
陵
部
の
柳
原
家
旧
蔵
新
写
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

『
義
政
公
記
』
に
よ
っ
て
翻
刻
が
行
わ
れ
て
い
る
。
田
中
本
の
『
任
大
臣
大
饗
記
』

は
書
体
な
ど
か
ら
判
断
し
て
室
町
期
を
下
ら
ず
、
そ
の
書
様
を
見
る
限
り
、
自
筆
原

本

と
断
じ
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
記
主
足
利
義
政
自
筆
と
す
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
題
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
具
と
見
ら
れ
る
『
任
大
臣
大
饗
雑
旦
ハ
目
録
』
（
2
9
）
と

筆
跡
が
似
て

い

る
点
で
あ
る
。
義
政
が
雑
具
目
録
ま
で
を
書
い
た
と
は
と
て
も
思
え

な
い
。
し
か
も
足
利
義
政
の
自
筆
は
和
歌
懐
紙
や
扁
額
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
筆
跡

の

比
較
が
出
来
な
い
難
点
も
あ
る
。
そ
の
た
め
筆
者
（
高
橋
）
に
は
本
書
の
性
格
を

ど
う
見
て
よ
い
も
の
か
判
断
が
つ
き
か
ね
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
柳
原
紀
光
の
『
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

厳
』
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
注
目
す
べ
き
記
事
を
発
見
し
た
。
『
砂
厳
』
に
収
め
ら

れ

た
『
義
政
公
記
』
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
八
月
二
七
日
条
に
紀
光
が
「
慈
照
院

贈
相
国
義
政
公
記
、
依
彼
命
業
忠
草
進
之
云
」
と
の
勘
文
を
付
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
義
政
を
記
主
と
す
る
日
記
の
草
案
が
義
政
の
命
に
よ
り
清
原
業
忠
の
手
で
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

か

れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
義
政
の
日
記
『
任
大
臣
大
饗
記
』

に

つ
い

て

も
、
義
政
を
記
主
と
し
て
清
原
業
忠
が
書
き
、
草
進
し
た
も
の
だ
と
す
る

と
、
ま
さ
に
草
案
の
体
で
あ
る
こ
と
や
長
禄
二
年
の
大
饗
に
際
し
て
注
進
さ
れ
た
永

享
四
年
（
一
四
三
二
）
の
『
任
大
臣
大
饗
雑
具
目
録
』
と
筆
跡
が
類
似
し
て
い
る
こ

と
と
も
整
合
的
に
理
解
で
き
る
。
『
続
史
愚
抄
』
編
纂
の
た
め
に
膨
大
な
書
籍
を
集

め

て

研
究

し
、
し
か
も
本
書
『
任
大
臣
大
饗
記
』
を
書
写
し
て
柳
原
本
『
義
政
公
記
』

を
作
成
し
た
紀
光
の
勘
文
で
あ
る
。
信
ず
る
に
足
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
大

将
軍
御
着
陣
井
大
臣
大
饗
記
』
（
1
7
2
）
は
清
原
業
忠
が
記
し
た
足
利
義
教
大
臣
大
饗

記
を
含
む
義
満
・
義
教
の
大
臣
大
饗
の
記
録
を
集
め
た
も
の
で
、
先
の
『
任
大
臣
大

饗
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
の
書
写
に
か
か
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
田
中
本
の
調
査
の
中
で
筆
者
が
得
た
知
見
を
、
教
忠
の
収
集
以

前
の
旧
蔵
者
に
着
目
し
て
述
べ
て
き
た
。
筆
者
の
能
力
と
時
間
的
制
約
か
ら
明
ら
か

に

出
来
な
か
っ
た
こ
と
や
、
推
定
を
重
ね
た
上
に
独
断
を
下
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
く
、
誤
り
も
多
々
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文

書
』
所
収
記
録
類
目
録
」
と
あ
わ
せ
て
、
田
中
本
に
ど
の
よ
う
な
記
録
類
が
含
ま
れ

て
い

る
か
が
一
応
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
、
田
中
本
の
記
録
類
が
研
究
者
に
利
用

さ
れ
、
各
記
録
の
書
誌
・
内
容
の
研
究
が
図
ら
れ
て
、
田
中
本
の
史
料
群
と
し
て
の

性
格
に
つ
い
て
も
、
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
本
稿
が
そ
の
礎
石

の

一
つ

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
非
常
勤
研
究
員
）

註（
1
）
　
一
九
八
九
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
四
五
〇
点
を
購
入
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
指
定
文
化
財

　
を
中
心
と
す
る
三
九
点
が
文
化
庁
か
ら
管
理
換
え
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
田
中
教
忠
の
旧
蔵
典
籍

　
中
も
っ
と
も
著
名
な
国
宝
『
日
本
書
紀
』
巻
第
＝
応
神
紀
、
お
よ
び
重
要
美
術
品
「
諸
観
音

　
図
像
』
・
同
『
藤
原
成
範
家
集
』
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
川
瀬
一
馬
「
教
忠
翁
の
古
書
・

　
古
文
書
蒐
集
と
考
証
雑
記
に
つ
い
て
」
（
後
掲
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
）
に
よ
れ
ば
、
田
中
忠
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高橋秀樹［「田中穣氏旧蔵典籍古文書」所収の記録類について］

　
　
三
郎
か
ら
龍
門
文
庫
に
譲
ら
れ
た
書
籍
や
、
安
田
文
庫
を
経
て
川
瀬
氏
が
現
蔵
す
る
も
の
、
戦

　
　
後
売
却
さ
れ
た
も
の
も
多
数
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）
　
こ
れ
ら
が
田
中
穣
氏
の
手
元
に
あ
っ
た
一
九
八
二
年
、
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
っ
て
『
田
中
教
忠

　
　
蔵
書
目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
、
田
中
穣
氏
が
私
家
版
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
そ
の

　
　
成
果
に
よ
っ
て
い
る
点
が
少
な
く
な
い
。

（
3
）
安
達
直
哉
「
田
中
家
旧
蔵
本
『
醍
醐
雑
事
記
』
巻
第
一
」
（
佐
藤
道
子
編
『
中
世
寺
院
と
法
会
』

　
　
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
五
月
）
、
古
瀬
奈
津
子
「
『
田
中
本
春
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
国
立
歴
史
民

　
　
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
〇
、
一
九
九
三
年
二
月
）
。

（
4
）
山
本
光
正
・
小
島
道
裕
「
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

　
　
告
』
三
九
、
一
九
九
二
年
三
月
）
、
海
老
名
尚
・
福
田
豊
彦
「
『
六
条
八
幡
宮
造
営
注
文
』
に
つ

　
　
い
て
」
『
同
』
四
五
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）
。

（
5
）
吉
岡
眞
之
「
田
中
本
『
令
集
解
』
覚
書
」
（
『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
　
九
四
年
一
一
月
）
、
田
島
公
「
土
御
門
本
『
延
喜
式
』
覚
書
」
（
門
脇
禎
二
編
『
日
本
古
代
国
家

　
　
の
展
開
』
下
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
＝
月
）
。

（
6
）
田
中
本
の
文
書
類
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
ん
で
お
り
、
近
く
公
開
の
予
定
で
あ
る
。

（
7
）
田
中
穣
「
教
忠
と
忠
三
郎
の
小
伝
」
（
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
）
、
佐
和
隆
研
「
醍
醐
寺
古
文

　
　
書
・
聖
教
調
査
の
足
跡
」
（
『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
、
一
九
七
八
年
＝
月
）
、

　
　
三
成
重
敬
「
醍
醐
寺
三
十
五
年
」
（
「
同
』
九
、
一
九
八
七
年
三
月
）
。

（
8
）
川
瀬
一
馬
「
教
忠
翁
の
古
書
・
古
文
書
蒐
集
と
考
証
雑
記
と
に
つ
い
て
」
（
『
田
中
教
忠
蔵
書

　
　
目
録
』
）
。

（
9
）
東
京
帝
国
大
学
所
蔵
本
と
い
わ
れ
る
本
の
行
方
は
現
在
不
明
で
あ
り
、
「
群
書
解
題
』
は
関
東

　
　
大
震
災
で
被
災
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
続
群
書
類
従
本
と
東
京
大
学

　
　
史
科
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
は
、
と
も
に
文
化
八
年
慧
岸
書
写
の
奥
書
を
有
す
る
。

（1
0
）
　
「
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
。

（
ー
ユ
）
陽
明
叢
書
（
思
文
閣
出
版
）
に
よ
る
。

（
1
2
）
「
阿
不
幾
乃
山
陵
記
考
証
」
と
改
題
し
て
『
考
古
界
』
五
ー
六
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
発
表

　
　
さ
れ
た
。
な
お
、
「
阿
不
幾
乃
山
陵
記
」
と
田
中
教
忠
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
玉
利
勲
『
墓
盗
人

　
　
と
贋
物
づ
く
り
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
四
月
）
に
詳
し
い
。

（
1
3
）
　
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
（
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
別
巻
）
所
収
。

（
4
ユ
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
』
（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一

　
　
九
八
六
年
三
月
）
。

（
1
5
）
「
六
地
蔵
寺
蔵
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
つ
い
て
」
（
『
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
』
三
、
汲
古
書

　
　
院
、
一
九
八
四
年
七
月
）
。
田
中
本
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時
点
で
の
推
定
で
あ
る
の
で
、

　
　
致
し
方
な
い
点
を
申
し
添
え
て
お
く
。

（
1
6
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
編
「
図
書
寮
典
籍
解
題
』
歴
史
篇
（
養
徳
社
、
一
九
五
〇
年
二
月
）
。
以
下
、

　
　
書
陵
部
書
蔵
本
に
つ
い
て
は
同
書
お
よ
び
「
図
書
寮
典
籍
解
題
』
続
歴
史
篇
（
養
徳
社
、
一
九

　
　
五
一
年
三
月
）
の
記
載
に
よ
っ
た
。

（
1
7
）
　
一
九
三
三
年
。
『
伯
家
五
代
記
』
の
翻
刻
は
一
九
六
七
年
刊
行
の
『
続
史
料
大
成
』
（
臨
川
書

　
　
店
）
に
も
転
載
さ
れ
て
い
た
（
現
在
の
『
増
補
続
史
料
大
成
』
か
ら
は
除
か
れ
て
い
る
）
。

（
1
8
）
書
陵
部
紀
要
四
七
。
「
内
乱
史
研
究
』
　
一
七
（
一
九
九
六
年
五
月
）
所
収
の
ダ
イ
ゴ
の
会

　
　
「
『
正
安
三
年
業
顕
王
西
宮
参
詣
記
』
上
」
の
解
説
（
桜
井
彦
執
筆
）
。

（
1
9
）
川
瀬
一
馬
氏
は
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
の
奥
書
と
文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
の
奥
書

　
　
の
筆
跡
が
相
似
し
て
い
る
と
述
べ
て
文
明
頃
の
模
写
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
『
田
中
教

　
　
忠
蔵
書
目
録
』
）
が
、
筆
者
（
高
橋
）
に
は
奥
書
の
筆
跡
が
同
筆
と
は
見
え
ず
、
総
合
的
に
見
て

　
　
も
弘
安
六
年
の
書
写
本
を
文
明
一
二
年
に
甘
露
寺
親
長
が
入
手
し
た
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
と

　
　
思
わ
れ
る
。

（
2
0
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録
　
建
内
記
』
の
解
題
。

（
2
1
）
　
田
中
本
に
は
万
里
小
路
家
旧
蔵
の
記
録
も
含
ま
れ
て
お
り
、
『
岡
屋
関
白
兼
経
公
記
」
江
戸
時

　
　
代
中
期
写
本
（
2
0
2
）
に
は
「
万
里
蔵
書
」
「
尚
房
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ア

（
2
2
）
2
1
の
中
で
は
『
中
山
孝
親
卿
記
』
断
簡
二
紙
の
裏
の
み
に
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
両
端
の
印

　
　
は
半
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
犯
は
、
原
蔵
者
か
ら
流
出
し
た
こ
の
『
中
山
孝
親
卿
記
』
の
断

　
　
簡
を
得
た
者
が
、
同
じ
よ
う
な
断
簡
で
あ
る
『
言
国
卿
記
』
な
ど
と
あ
わ
せ
て
成
巻
し
た
も
の

　
　
で
あ
ろ
う
。
『
言
国
卿
記
』
を
所
持
し
て
い
た
柳
原
紀
光
か
、
現
在
の
装
丁
を
施
し
た
田
中
教
忠

　
　
か
の
ど
ち
ら
か
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
吉
岡
眞
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
書
陵
部
の
柳

　
　
原
本
に
こ
の
印
は
見
あ
た
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
教
忠
が
収
集
し
た
断
簡
を
成
巻
し

　
　
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
2
3
）
　
田
中
教
忠
が
『
大
嘗
会
記
』
を
実
躬
筆
と
の
見
解
を
示
し
、
川
瀬
氏
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る

　
　
が
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
『
除
目
職
事
要
抄
』
や
『
大
日
本
古
記
録
』
の
口
絵
に
あ

　
　
る
『
実
躬
卿
記
』
自
筆
本
と
筆
跡
を
比
較
す
る
と
疑
念
も
あ
る
。
『
大
嘗
会
記
』
は
『
三
長
記
』

　
　
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
三
長
記
』
に
つ
い
て
も
、
川
瀬
氏
は
「
三
条

　
　
長
兼
自
筆
」
と
さ
れ
て
い
る
（
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
）
。
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

　
　
『
三
長
記
』
『
大
嘗
会
記
』
と
も
に
自
筆
だ
と
す
る
と
勧
修
寺
流
藤
原
氏
中
の
家
の
家
記
正
本
が

　
　
閑
院
流
の
い
わ
ゆ
る
三
条
家
に
伝
わ
っ
て
料
紙
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
家
記
正

　
　
本
の
継
承
に
関
す
る
意
識
・
習
慣
（
拙
著
「
日
本
中
世
の
家
と
親
族
』
吉
川
弘
文
館
、
　
「
九
九

　
　
六
年
七
月
）
の
常
識
を
越
え
る
。
あ
る
い
は
長
兼
、
実
躬
と
も
に
「
三
条
」
の
称
号
が
用
い
ら

　
　
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
川
瀬
氏
の
誤
解
が
あ
る
か
。

（
2
4
）
　
時
野
谷
滋
『
律
令
封
禄
制
度
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
八
月
）
、
細
谷
勘
資

　
　
「
『
長
兼
蝉
魚
抄
』
と
「
魚
書
奉
行
抄
』
」
（
『
国
書
逸
文
研
究
』
二
三
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）
。

（
2
5
）
北
啓
太
「
西
宮
記
の
書
誌
」
（
『
西
宮
記
研
究
』
1
、
一
九
九
一
年
三
月
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
ば

（
2
6
）
歌
集
に
も
忠
利
筆
の
も
の
が
五
冊
（
1
8
～
1
9
）
あ
る
。

（
2
7
）
田
中
穣
「
教
忠
と
忠
三
郎
の
小
伝
」
（
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
）
。

（
2
8
）
吉
岡
眞
之
「
田
中
本
『
令
集
解
』
覚
書
」
（
注
（
5
）
前
掲
）
。

（
2
9
）
「
田
中
教
忠
旧
蔵
本
「
春
玉
秘
抄
』
に
つ
い
て
！
「
奥
書
』
の
紹
介
と
検
討
を
中
心
に
ー
」

　
　
（
『
日
本
歴
史
』
五
四
六
、
一
九
九
三
年
一
一
月
）
。
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（
3
0
）
森
田
恭
二
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
義
政
公
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
研
究

　
　
年
報
』
四
〇
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）
。

（
3
1
）
　
図
書
寮
叢
刊
、
明
治
書
院
、
一
九
九
四
年
三
月
。

（
3
2
）
康
正
元
年
八
月
二
七
日
条
本
文
に
「
予
」
な
ど
の
第
一
人
称
の
語
句
は
見
え
な
い
が
、
明
ら

　
　
か
に
義
政
を
記
主
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
紀
光
の
『
続
史
愚
抄
』
に
も
「
義
政
公
記
抄
』
と

　
　
し
て
引
勘
さ
れ
て
い
る
。

（補
）
本
稿
成
稿
後
、
末
柄
豊
氏
の
「
『
盲
聾
記
』
記
主
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
八
二
、
　
一
九
九
六
年

　
　

＝
月
）
に
接
し
た
。
そ
の
中
で
末
柄
氏
は
仁
和
寺
心
蓮
院
旧
蔵
本
が
高
山
寺
を
経
て
前
田
家

　
　
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
田
中
本
の
心
蓮
院
旧
蔵
典
籍
文
書
類
も
高
山
寺
を
経
た
可
能

　
　
性
が
あ
ろ
う
。

【
付
記
】
　
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
本
館
歴
史
研
究
部
の
益
田
宗
氏
・
吉
岡
眞
之
氏
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
の
高
橋
慎
一
朗
氏
よ
り
有
益
な
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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